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中国古典に由来する日中熟語や

諺の相違点について(5)

凌

士心

偉

●望みを属(しょく)す

卿等承前已來,常保忠貞之節。自今以後,永為心腹之軍。宜念始終,副滋
嘱望。

白居易・與昭義軍將士詔(中）

中：嘱望。期望。

●のろし(狼煙､峰火)を挙げる

有憲至,則翠峰火。

史記・周本紙中）

契丹焚其市邑,－日狼煙百餘畢。

資治逼塞・後漢高祀天幅十二年(中）

中：（大きな運動のきっかけとなるような行動を起こすという意味から)吹起一的号
涌。燃起～的峰火。

注：中国語の“挙蜂火”や“挙狼烟,,には上記の意味を持つ比嶮的な用法はない。

●歯(は)亡(ほろ)び舌存(そん)す

老子曰,夫舌之存也,豈非以其柔耶。歯之亡也,豈非以其剛耶。
説苑・敬慎(日中）

中：宙弊舌存。剛者易折,柔者唯設。

●枚(ぱい)を街(ふく)む

臺司馬振鐸,車徒皆作,遂鼓行,徒街枚而進。

周禮・夏官・大司馬(中）
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願街枚而無言号,嘗被君之渥洽。

楚欝・九辮(曰､中）

中：（息をこらして､声を出さないという意味から)屏声息気。
注：現代中国語としては“街枚疾走”（声を出ざないですばやく走る）の形で使われ
ることが多い。

●肺肝(はいかん)を出(いだ)す。

今夫平居里巷相慕悦,酒食瀞蔵相徴逐，

謝謝強笑語以相取下,握手出肺肝相示，

指天日涕泣,醤生死不相背負,真若可信。

韓愈・柳子厚墓志銘（日）

中：升城布公。披肝茄胆。推心置腹。
注：リ』国語としては`出肺肝，’は熟語ではないｃ

●肺肝(はいかん)を推(〈だ)〈

棄絶蓬室居,場然催肺肝。

杜甫・垂老別（日）

中：（非常に苦心する｡いろいろと気を遣い熟慮するという意味から)苦心孤指。

費尽心思。

注：出典の意味はlliljも肝も張})裂けるほどつらいということです。中国語の“擢肝”
と“裂肺”はとてもつらいことを意味する|司義語です。

●敗軍の将は兵を語らず

廣武君謙謝曰,臣間敗軍之將,不可以言勇。

史記・准陰侯列傳(曰､中）

中：敗宰之将,不可以盲舅。敗将不提当年勇。

●杯中(はいちゅう)の蛇影(だえい）

予之砠父梛為汲今,以夏至日詣見主薄杜宣,賜酒,時北壁上有懸赤弩,照於

杯,形如弛,宣畏悪之,然不敢不飲,其曰便得胸痛切,妨損飲食,大用扇露，

攻治萬端,不為愈。後榔因事過至宣家,閾覗問其愛故,云,畏此弛入腹中。

梛還鑛事,思惟良久,顧見懸弩,必是也。則使門下史將銭下侍,徐扶輩,載

宣於故虚設酒,盃中故復有弛,因謂宣,此壁上弩影耳,非有他怪。宣遂解，
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甚夷憧,由是癖平。

漢・應召か風俗通・怪iii申・世間多有見怪驚怖以自傷者(曰､中）
中：杯弓蛇影。杯中蛇影。
注：中国語としては“杯弓蛇影”とするのが普通です。

●馬革(ばか<)にＰ(しかばね)を裏(つつ)む

男兒要當死於邇野,以馬革裏屍還葬耳,何能臥淋上在兒女手中耶。
後漢書・馬援傳(曰・中）

中：弓革裏Ｐ･弓革包Ｐ。

●謀(はかりごと)は密(みつ)なるを良(よ)しとす

軍議曰,將謀欲密。

三略・上賂（日）

中：煤以密力貴。

●謀(はかりごと)を帷幅(いあく)の中(うち)に運(めぐ)らし勝つことを千里の外(ほ
か)に決す

夫運蕊策帷帳之中,決勝於千里之外,吾不如子房。
史記・高組本紀(日中）

夫運蕊帷幅之中,決勝千里之外,吾不如子房。
漢書・高帝紀下(日中）

中：迄簿帷幅,決算千里之外。

●馬脚(ばきやく)を露(あら)わす

這老兒不好惹,動不動先斬後聞,這一來則１泊我椚露出馬脚來了。
元曲・陳州耀米・第三折

中：露弓脚。

●破鏡(はきょう)の嘆き

昔有夫婦將別,破鏡,人執半以為信。

太平御篭巻七一・漢・東方朔・紳異經旧､中）
中：破鏡之収。
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●破鏡(はきょう)再び照らさず

落花難上枝,破鏡不重照。

傳燈録（日）

中：破鏡唯(再掴。破鏡不重照。覆水唯收。
注：中国語には“破鏡重圃”という四字成語があるが、別れた夫婦のように、いった
んこわれた関係はもとどお})にはならないという意味を持つ“破鏡'１を使った熟語は
ない。

●白玉楼(はくぎょくろう)中(ちゅう)の人となる

長吉將死時,或霊見一緋衣人,云,當召長吉,長吉歎下楊叩頭,言阿彌老且

病,賀不願去,緋衣人笑曰,帝成白玉樫,立召君為記,天上差樂,不苦也,長

吉寛死。

唐詩記事・巻四三(曰､中）

中：成白玉楼中人。（愉文人逝世）

●白刃(はくじん)踏(ふ)むくし

白刃,可踞也。中庸,不可能也。

禮記・中庸（日）

中：赴溺踊火。

●白刃(はくじん)胸を杯(おか)せば､流失をみず

白刃粁乎胸,則目不見流矢。

筍子・強國（日）

中：大唯当前元暇思及小唯。遇虎不思狼咬。

●白馬(はくぱ)は馬に非ず

謂白馬為非馬也。白馬為非馬者,言白所以名色,言馬所以名形也。色非
形,形非色也。夫言色則形不當與,言形則色不宜從。今合以為物,非也。
公孫龍子・白馬論(曰､中）

中：白弓非弓(淀)。

●薄氷(はくひょう)を履(ふ)む

載戦競競,如臨深淵,如履薄氷。
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詩經・小雅・小畏(曰､中）

中：如履簿nk。

●白壁(はくへき)の微暇(ぴか）

白壁微暇,惟在閑情一賦。

梁昭明太子・陶淵明集序(日中）

中：白壁微暇。美中不足。

●伯楽(はくら<)の一顧(いつこ)を得る

蘇代為燕説齊,未見齊王。先説淳干髭曰,人有寳駿馬者,比三旦立市,人莫

之知。往見伯樂,曰,臣有駿馬,欲寶之。比三旦立於市,人莫與言,願之還

而覗之,去而顧之。臣請献一朝之寶。伯樂乃還而覗之,去而顧之,一旦而
馬債十倍。

戦國策・燕策二(曰､中）

帝報以手書曰,慕樂徳義,思相結納。昔文王三分,猶服事殿。但駕馬鉛刀，

不可強扶。數蒙伯樂一顧之償,而蒼蝿之飛,不過數歩,即託騏尾,得以絶
薑。

後漢書・隙薫傳(日中）

中：伯牙一顧。

●箸(はし)をつける〔下(おる.<だ)す〕

食曰萬銭,猶曰無下箸虚。

晉書・何曽傳(日中）

中：下箸。下模子。

●恥(はじ)を雪(すす･そそ)ぐ

昔者,君王辱於會稽,所以不死,為此事也。今既以雪恥,臣請從會稽之詐。
史記・越世家（日）

若先王之報怨雪恥,夷萬乘之強國,收八百歳之蓄積。
戦國策・燕策二(中）

中：雪肌。
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●はじめ有らざるなし､克(よ)<終りあるは鮮(すぐな)し

天生蒸民,其命匪謹,摩不有初,鮮克有終。

詩經・大雅・蕩（日）

中：摩不有初,鮮克有藥。凡事均有升始,但鏑果少有成。

●始め有るも終わりなし

小人有始無終,不能如貫高之流也。

晉書・劉聰載記(日中）

或問,徳有始而無終與有終而無始也,敦寧。

揚雄・法言・孝至(中）

中：有始元藥。

●始め有る者は必ず終わりあり

有生者必有死,有始者必有終,自然之道也。

揚雄・法言・君子(曰､中）

中：有始必有藥。

●始めは処女の如く後(のち)は脱兎(だつと)の如し

始如魔女,敵人開戸。後如脱兎,敵不及拒。

孫子・九地(日､中）

中：始如処女,后如脱免。

●始めを原(たず)ね終わりに反(かえ)る

仰以観於天文,縮以察於地理。是故知幽明之故。原始反終,故知死生之

説。

周易繋辨上(曰､中）

中：原始要銘。原始反藥。原始見終。

●旗を場(あ)げる

加兵戎未敗,四方離散,是陛下焦心穀顔,坐以待旦之時也。豈宜楊旗曜武，

鰐心輿馬之観乎。

後漢書・陳蕃傳(中）
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中：(1)(兵を集めて戦いを起こすという意味から)挙兵。

(2)(新しく事を起こすという意味から)創亦新事血。

●破竹(はち〈)の勢い

嚴軍以待,撃之必剋,然後乘破竹之勢,鼓形而東,足以窮其窟穴。
北史・周高祀紀(日中）

今兵威已振,讐如破竹,數節之後,皆迎刀而解。

晉書・杜預傳(中）

中Ｉ勢如破竹。

●白駒(はつく)隙(げき)を過ぐ

人生天地之間,若白駒之過部(＝隙),忽然而已。
莊子・知北遊旧､中）

中：白駒泣隙。

●白虹(はつこう)日を賃(つらぬ)〈

夫專諸之刺王僚也,彗星襲月。最政之刺韓偲也。白虹貫曰。
戦國策・魏策四(日中）

中：白虹貫日。

●蛤(はまぐり)能(よ)〈気を吐(は)いて楼台(ろうだい)をなす

海芳娠氣像櫻臺,廣野氣成宮悶然。

史記・天官書(日中）

中：塵汽像楼台。

注：醤気楼（しんきろう）の名の由来だが、中国語の‘`海市慶楼,,
る。

も同じ出典によ

●針(はり)を以(もつ)て地(ち)を刺す

讐若以管窺天,以錐刺地,所窺者甚大,所見者甚少。
説苑・辮物(日中）

中：以椎刺地。
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●馬齢(ばれい)を重(かさ)ねる

晉献公欲伐號。筍息曰,君何不以屈塵之乘,垂隷之壁,而借道乎虞也。公

曰,此晉國之寶也。如受吾幣而不借吾道,則如之何。筍息曰,此小國之所

以事大國也。彼不借吾道,必不敢受吾幣。如受吾幣而借吾道,則是我取之

中府,而藏之ﾀﾄ府,取之中厩,而置之外厩也。公曰,宮之奇之為人也,逹心

而儒,又少長干君。達心則其言略,儒則不能強諌。少長於君,則君輕之。

且夫玩好在耳目之前,而患在一國之後,此中知以上乃能慮之。臣料虜君，

中知以下也。公遂借道而伐號。宮之奇諌曰,晉國之使者,其議卑,而幣重，

必不便於虞。虜公弗轤,遂受其幣而借之道。宮之奇諌曰,語曰,唇亡則歯

寒,其斯之謂與。契其妻子以奔曹。献公亡號,五年而後學虞。筍息牽馬操

壁而前曰,壁則猶是也,而馬歯加長臭。

穀梁傳・僖公二年(中）

中：弓茜徒増。
注：中国語は出典のように.`弓西”とするのが憐迦です。

●範を垂れる

（漢武帝)策封三王,文同訓典。勤戒淵雅,垂範後代。

文心雛龍・詔策(中）

中：以身作則。垂苑。

●万歳(ばんざい)の後

（楚王)仰天而笑曰,樂臭,今日之瀞也。寡人萬歳千秋之後,誰與樂此臭。

戦國策・楚策一(日中）

吾錐都關中,萬歳後吾魂蝿猶樂思沫。

史記・高租本記(日､中）

中：万夛后。

●万死(ばんし)一生を願(かえ1))みず

將軍磧目張臘,出萬死不願一生之計,為天下除残也。

史記・陳余傳(日､中）

中：万死不頤一生。
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●万事(ばんじ)休す

初保勧在保抱,從講燭鍾愛,故或盛怒,見之必輝然而笑,荊人目為萬事休。

宋史・荊南高氏世家(日中）

中：万事体臭。

●班女(はんじよ)が閏(ねや）

新裂齊納素,皎潔如霜雪。裁為合歓扇,團團似明月。出入君懐袖,動揺微

風發。常恐秋節至,涼風奪炎熱。棄損筐笥中,恩情中道絶。

班捷好・怨歌行(日中）

中：班女閨房。（愉空守閨房）

●万緑(ばんりょ<)叢中(そうちゅう)紅一点(こういってん）

王荊公"石榴詩,,,萬緑叢中紅一鮎,動人春色不須夕。

宋・胡繼宗・書言故事・花木類・紅一鮎(日中）

中：(1)(一面の緑の中にただ一点の紅花があって､美しく目立つことという意味か

ら)万録込中一点虹。

（２）(多くの男性の中に､ただ一人の女性がまじっているという意味から)愉在

炊多的里人中只有一十女人。

(3)(多くのものの中で､ただ一つすぐれて目立つことという意味から)万録込中

一点虹。

●日暮れて道遠し．

伍子胃曰,為我謝申包青曰,吾曰暮塗遠,故吾倒行而逆施之。

史記・伍子胃列傳(曰､中）

中：日暮途逸。

●日を同じくして諭せず

誠使郷曲之侠,予季次原憲,比權量力,效功於當世,不同日而論実。

史記・瀞侠列傳（日）

夫破人之與破於人也,豈可同日而言之哉。

戦國策・趙策二(中）

此錐迂鈍,而他曰學成,八面受敵,與渉猫者不可同曰而語也。
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宋・沈作詰く寓簡＞巻八(中）

中：不可同日而悟。

注：出典の違いにより、ロ本語と中国語の言い回しに微妙な差が生じました。

●火に油を注ぐ

這個秦明,又是一個性急的人,聴了這話,正是艫中添炭,火上澆油,拍馬向

前,輪狼牙梶宣奔將來。

水瀞傳・第六三回(曰､中）

中：火上澆油。火上添油。火上加油。

●火を見るよりも明らか

惟汝含徳,不揚予一人,予若観火。

書經・盤庚上(日中）

中：洞若現火。

●非を飾る

知足以距諌,言足以飾非。

史記・殿本記（日）

中：文辻怖非。

●光を和(やわ)らぐ

挫其鋭,解其紛,和其光,同其塵。

老子・囚(日､中）

中：和光同生。

●膝(ひざ)を抱く

胡為梢不樂,抱膝残燈前。

白居易・夜雨有念謝曰）

亮躬耕墾畝,好為梁父吟。

斐松之注弓|三國魏魚拳"魏略，'：毎晨夕從容,常抱膝長噸。

三國志・蜀志・諸葛亮傳(中）

中：(1)(自分の膝をかかえる｡孤独なざまをいうという意味から)１(1)(自分の膝をかかえる｡孤独なざまをいうという意味から)抱膝。
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(2)(膝にすがりつく｡嘆願するという意味から)愚求。

●肘(ひじ)を曲げる

飯疏食飲水,曲肱而枕之,樂亦在其中美。

論語・述而（日）

中8曲肱(噛清貧而悶造的生活)。

●鼻息(ぴそく)を仰(あお)ぐ

衰紹孤客窮軍,仰我鼻息,讐猶嬰兒在股掌之上,絶其哺乳,立可餓殺。

後漢書・衰紹傳旧､中）

中：仰人鼻息。

●露(ひそ)みに倣(なら)う

故西施病心而曠其里,其里之醜人見而美之,歸亦棒心而１１實其里。其里之富

人見之,堅閉門而不出。貧人見之,筆妻子而去之走。彼知美蹟,而不知蹟

之所以美。

莊子・天運(曰､中）

中：宗施效箪。

●尾大(びだい)棹(ふる)わず

末大必折,尾大不棹,君所知也。

左傳・昭公一一年(曰､中）

中：尾大不棹。

●飛鳥(ひちよう)尽(つ)きて良弓(りょうきゅう)蔵(かく)る

輩鳥霊,良弓藏。狡免死,走狗烹。

史記・越王勾践世家（日）

中：、島尽,良弓藏。

●鰹(ひつ)を駐(とど)む

調節頓轡,齊鏑駐躍。

左思・呉都賦(曰､中）
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中：荘躁。（指帝王出ｲﾃ,途中停留暫住。）

●匹夫(ひつぷ)の勇

夫撫剣疾覗曰,彼悪敢當我哉。此匹う

孟子・梁惠王下(日中）

吾不欲匹夫之勇也,欲其旅進旅退也。

國語・越語上(中）

中：匹夫之勇。

此匹夫之勇,敵一人者也。

●匹夫(ひつぷ)の志(こころざし)を奪(うば)うべからず

三軍可奪帥也,匹夫不可奪志也。

論語・子宰

中：匹夫不可存志也。

●筆力(ひつりよく)鼎(かなえ)を杠(あ)ぐ

龍文百剛鼎,筆力可燭杠。

韓愈・病中贈張十八(曰､中）

中：鼈力杠鼎。

●人至って賢(かしこ)ければ友なし

水至情即無魚,人至察則無徒。

孔子家語・入官(日中）

中：人至察則元徒。水清売色。

●人衆(おお)ければ天に勝つ

吾聞之,人駅者勝天,天定亦能破人。

史記・伍子胃列傳(日中）

中：人か肚天。

●入必ず自ら侮(あなど)りて然る後に人これを侮る

夫人必自侮,然後人侮之。家必自穀,而後人毅之。

之。

國必自伐,而後人伐
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孟子・離婁上(曰､中）

中：人必自侮,然后人侮之。

●人の将(まさ)に死なんとする其の言(げん)や善(よ)し

曽子言曰,鳥之將死,其鳴也哀。人之將死,其言也善．

論語・泰伯(曰､中）

中：人之将死,其吉也善。

●人は死して名を留(とど)む

豹死留皮,人死留名。故君子疾没世而名不稠焉。

埠雅・鐸豹（日）

彦章武人,不知書,常為偲語請人曰,豹死留皮,人死留名。

戯陽修・新五代史・王彦章傳(中）

中：人死留名。

●人は人我(われ)は我

爾為爾,我為我,錐担褐裸裡於我側,爾焉能洩我哉。

孟子・萬章下（日）

中：我行我素。作是作,我是我。

●人木石(ぽ<せき)にあらず

身非木石,燭與法吏為伍,深幽囹圖之中,誰可告憩者。

司馬遷・報任少卿書(曰､中）

人非木石皆有情,不如不遇傾城色。

白居易・李夫人謝曰､中）

中：人非木石。

●人我に辛(つら)ければ我また人に辛し

人愛我,我必愛之。人悪我,我必悪之。

列子・説符（日）

愛人者則人愛之。悪人者則人悪之。

孔子家語・賢君(日）
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中：人若苛待我,我亦悪待人。

●人を怨(うら)むより身を怨め

筍郷善,錐過無怨。筍不郷善,錐忠來患。故怨人不如自怨,求諸人不如求
諸己得也。

准南子・鯵稠訓（日）

中：怨人不如自怨。

●人を見て法を説け

以萬億万便随宜而説法。

法華經・方便品（日）

中：因材施教。

●人を以(も)って言を廃(はい)せず

子曰：君子不以言學人,不以人麗言。

論語・衛露公(日中）

中：不以人慶盲。

●静肉(ひにく)の嘆(たん）

荊洲豪傑歸先主者曰多,表疑其心,陰禦之。

三國志・蜀志・先主傳

斐松之が注として晋の司馬彪の"九州春秋，'を次のように引用している。

備住荊州數年,嘗於表坐起至向,見牌裏肉生,慨然流涕。還坐,表怪問備，
備曰,吾常身不離鞍,牌肉皆消。今不復騎,牌裏肉生。日月若馳,老將至
美,而功業不建,是以悲耳。（日）

中：牌肉夏生

注:三國演義第三十四回に"玄徳長嘆曰,備往常身不離鞍,牌肉皆散,今久不騎,牌裏肉
生。，，とあり､現代中国語の"牌肉夏生"はここから来ている。

●日日(ひび)に新(あらた)なり

筍曰新,日日新,又日新。

大學(日）
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中：日日新

●響(ひび)きの声に応ずる如仁と)し

今子罵我,我亦不納。子自持歸,鍋子身美。猶響應聲,影之追形,終無免

離。

四＋二章經（日）

其動若水,其靜若靜,其應若響。

莊子・天下(中）

然故下之事上也,如響之應聲也。

菅子・任法(中）

中：其皮若ﾛ向。其皮如胴。如胴之皮声。若駒之庄声。

●批蝉(ひふ)大樹(たいじゅ)を動かす

李杜文章在,光餓萬丈長。不知霊兒愚,那用故誇傷。批艀擬大樹,可笑不

自量。

韓愈・“調張籍,,詩(曰､中）

中Ｉ虹蜂憾大樹。虻蝉憾大木．

●暇(ひま)を盗む

間健此時相勧酔,愉閑何虚共尋春。

白居易・歳假内命酒贈周判官繭協律(中）

中：愉飼。

●隙(ひま)過(す)ぐる駒にま）

人生天地之間,若白駒之過部,忽然而已。

莊子・知北遊(曰､中）

中：白駒辻隙。

●百尺竿頭(ひや<しゃくかんとう)に一歩を進む

百尺竿頭須進歩,十方世界是全身。

景徳傳燈録一一○（日）

故IWl復言之,恐或可以少助百尺竿頭更進一歩之勢也。
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朱臺・答EFI仲至書(中）

中：百尺竿共更遊一歩。

●百章のやくそう)を闇(たたか)わす

若共呉王闘百草,不如應是欠西施。

劉禺錫・白舎人曹長寄新詩有遊宴之盛因以戯酬詩（日）

五月五日,四民井踊百草,又有闘百草之戯。

南朝・梁・宗憾・荊楚歳時記(中）

中：斗百草。

●百足(ひや〈そく)の虫は死して倒れず

故語曰,百足之墨,至死不橿,扶之者宗也。此言雛小,可以警大。

三國・魏・曹問・六代論(日中）

中：百足之虫,至死不便。百足之虫,死而不優。百足不偶。

●百年河清を俟(ま)つ

子細曰,周詩有之曰,俟河之清,人壽幾何。

左傳・襄公八年(曰､中）

中：河清堆俟。

●百間(ひや<ぶん)は一見に如(し)かず

百間不如一見,兵難輸度。臣願馳至金城,圖上方略。

漢書・趙充國傳(日中）

中：百同不如一ｍ。

●百里(ひやくり)を行く者は九十里を半ばとす

詩云,行百里者半於九十,此言末路之難。

戦國策・秦策五(日､中）

中：行百里者半(千)九十。

●豹(ひょう)は死して皮を留(とど)め人は死して名を残す

→虎(とら)は死して皮を留め､人は死して名を残す
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●瓶水(ぴようすい)を移す

阿難事我二十余年(略),我所説＋－部經,－經於耳,普不再問,如罵瓶水，

實之一瓶。

大般浬藥經・巻四＋(曰､中）

中：写瓶。（渭侍法元遺漏,如水之圦此瓶i写干他瓶。）

●氷炭(ひょうたん)相容(あいい)れず

身被疾而不問号,心沸熱其若湯。水炭不可以相並号,吾固知乎命之不長。

東方朔・七諌・自悲(日中）

事訟止,技長立,則彊弱不穀力,沐炭不合形,天下莫得相傷,治之至也。

韓非子・用人(中）

中：水炭不相容。沐炭不同器。沐炭不同炉。

●皮裏(ひり)の陽秋(ようし鯛）

裏少有簡貴之風,輿京兆杜又,倶有盛名。冠干中興,護國桓鐸,見而目之

曰,季野有皮裏春秋。言其外無滅否,而内有所褒賎也。

晉書・楮裏列傳(日中）

中：皮里春秋。皮里阻秋。（指藏在心里不悦出来的坪陀。）

●飛竜(ひりゆう)雲に乗る

飛龍承雲,騰蛇遊霧,吾不以龍蛇為不託於雲霧之勢也。錐然,夫揮賢而専

任勢,足以為治乎,則吾未得見也。夫有雲霧之勢,而能乘遊之者,龍蛇之材

美之也。

韓非子・難勢(曰､中）

中：￣上尤乘云。（愉英雄乘肘而得勢。）

●飛竜(ひりゆう)天に在(あ)り

九五,飛龍在天,利見大人。

易經・乾卦(曰､中）

中：￣上尤在天。（愉帝王在位。）

●牝鶏(ひんけい)農(あした)す
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牝難無晨,牝難之晨,惟家之索。

書經・牧誓(日中）

與帝言,或及天下事,瀞曰,牝難司晨,家之窮也,可乎。

新唐書・后妃傳上・大宗長孫皇后(日､中）

中：牝鞠司晨。

●髪糸(びんし)茶烟(さえん)の感

餓船一棹百分空,＋載青春不員公。今日露絲騨楊畔,茶煙輕鴎落花風。
杜牧・題蝉隠曰､中）

中：髪竺茶烟。（輸年近肘輌杯泣去,万念倶寂的心情。）

●布衣(ふい)の交わり

衛君與文布衣交,請具馬車皮幣,願君以此從衛君遊。

戦國策・齊策三(曰､中）

臣以為布衣之交,尚不相欺,況大國乎。

史記・廉頗藺相如傳（日）

中：布衣交。

●風(ふう)を望む

引其賢僑而寶之列位,使海内回心,望風而願治。

三國志・魏志・王緊傳(曰､中）

遠託異國,昔人所悲,望風懐想,能不依依。

文選・李陵"答蘇武書"(中）

中：望凧而摩。

●風樹(ふうじゅ)の嘆(たん）

樹欲靜而風不止,子欲養而親不待也。

韓詩外傳・巻九(曰､中）

中：凧木之悲。凧樹之収。凧樹収。

●不義(ふぎ)にして富み且(か)つ貴(たっと)きは浮雲(ふうん)の如(ごと)し

不義而富且貴,於我如浮雲。
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論語・述而(日中）

中：不又而富且貴,有若浮云。

●傭仰(ふ趣う)天地に塊(は)じず

仰不槐於天,備不Ｉ作於人。

孟子・壼心上(曰､中）

中：傭仰元'塊。

●福(ふく)過ぎて禍(わざわ)い生ず

下官常催幅過災生,實思避盈居損。

南史・劉敬宣傳（日）

＋餘年間,位超先達,無勢受遇,無與臣比。小人糠簿,輻過災生。止足之
分,臣所宜守。

晉書・鹿亮傳(中）

中：福辻爽生。

●覆車(ふくしゃ)の戒(いまし)め

以凡オ備位卿尹,不惟謙敬之節,不忌覆車之戒。

晉書・庚純傳（日）

鄙諺曰,不習為吏,規已成事。又曰,前車霜,後車誠。

前漢書・實誼傳(中）

中：覆牢之戒。

●腹心(ふくしん)を布(し)<

君之惠也,孤之願也。非所敢望也,敢布腹心,君實圖之。（日）
中：升城布公。打升天宙税亮活。

●覆水(ふくすい)盆(ぼん)に返らず

覆水再收豈滿杯,棄婦已去難重廻。

李白・白頭吟(曰）

國家之事,亦何容易。覆水不可収。宜深思之。

後漢書・何進傳(中）
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君情與妾意,各自東西流。雨落不上天,覆水難再收。

李白・妾薄命(中）

中：覆水堆收。

●負薪(ふしん)の憂(うれ)え

君使士射,不能,則融以疾,言曰,某有負薪之憂。

禮記・曲禮下(日中）

中：負薪之伏。（瞼有疾病。）

●負薪(ふしん)の資(し）

臣以負薪之資,抜於陪隷之中。

後漢書・衰紹傳（日）

中：出身寒微。

●浮世(ふせい)夢の如仁と)し

光陰者,百代之過客,而浮生若夢,為歓幾何。

李白・春夜宴桃李圃序

中：浮生若埜。

●符節(ふせつ)を合わせる

得志行乎中國,若合符節,先聖後聖,其撲一也。

孟子・離婁下（日）

中：－模一祥。吻合。

●腐草(ふそう)化(か)して蛍(ほたる)となる

温風始至,蟠蝉居壁,鷹乃學習,腐草為螢。

禮記・月今（日）

大暑之日,腐草化為螢。

逸周書・時訓(中）

中：腐草化力萱。
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●釜中(ふちゅう)魚(うお)を生ず

所止軍晒,有時細粒,窮居自若,言貌無改。

釜中生魚苑莱蕪。

後漢書・苑再傳(日､中）

中：一貫如洗。甑坐釜里。

閻里歌之曰,甑中生塵苑史雲，

●釜中(ふちゅう)の魚

相聚愉生,若魚遊釜中,知其不可久。

資治通鑑・漢記・順帝漢安元年（日）

相聖愉生,若魚遊釜中,喘息須曳間耳。

後漢書・張綱傳(中）

中：里瀞釜中。釜底瀞里。

●筆(ふで)を置く(＝柵〈）

麓詩數百首悉焚去,欄筆不復論詰。

宋・畢仲瀞・回苑＋七承奉書(中）

中：摘鼈。

●筆(ふで)を下ろす

君房下筆,言語妙天下。

漢書・實揖之書(中）

中：下筆。

●筆(ふで)を断つ

晩始撰録,彌歴炎涼,採麓増新,今乃断筆。
北齊魏收"上`魏書,＋志散,'(中）

中：断鼈。

●筆(ふで)を執(と)る

二十許載,時事蕩然,萬不記一,後人執筆無所愚櫨。
魏書・山偉傳(中）

中：抗宅。
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●筆(ふで)を投げる

中原初逐鹿,投筆事戌軒。

唐・魏徴・述懐詩(中）

許子儒冠怨誤身,如今投筆説星辰。

宋・楊萬里・送談星辰許季升(中）

中：（書くことを中途でやめるという意味から)綴筆。
注：中国語の“投鼈”は文筆業または事務職の仕事をやめて、他の仕事につくという
意味だが、“投鼈圦戎”のイメージが強いため、従軍するという意味で使われること
が多い。

●筆(ふで)を走らせる

走筆往來盈巻軸,除官邇互掌絲繍。

白居易・餘思未蓋加為六酌重寄微之(中）

中：走筆。

●船に刻みて剣を求む

楚人有渉江者,其剣自舟中墜於水。痩刻其舟曰,是吾剣之所從墜。舟止，

從其所刻者入水求之。舟已行臭,而剣不行,求剣若此,不亦惑乎。

呂氏春秋・察今(日中）

中：刻舟求剣。

●旧きを温(たず)ねて新しきを知る。

子曰,温故而知新,可以為師美。

論語・為政(日中）

中：温故知新。

●文(ぶん)は人なり

子由之文寶勝僕,而世俗不知,乃以為不如。其為人深不願人知之,其文如

其為人。

蘇戟・答張文潜書(中）

中：文如其人。文似其人。

●文(ぶん)を属(しょく)す
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實誼,錐陽人也。年＋八,以能調詩書風文,稠於郡中。
漢書・實誼傳（日）

中：撰写文章。

●刎頚(ふんけい)の友

卒相與騒,為刎頸之交。

史記・廉頗藺相如傳（日）

中：刎頚交。

●刎頚(ふんけい)の交(まじ)わり

卒相與驍,為刎頸之交。

史記・廉頗藺相如傳(日中）

餘年少,父事張耳,両人相與為刎頸交。

史記・張耳陳餘傳(中）

中：刎頭交。

●文事(ぶんじ)ある者は必ず武備(ぶぴ)あり

因是以見,錐有文事,必有武備,孔子於頬谷之會見之美。

春秋穀梁傳・定公十年（日）

中：有文事,必有武蚤。

●文章(ぶんしよう)は維国(けいこ〈)の大業(たいぎよう)不朽(ふきゅう)の盛事(せ
い口

蓋文章經國之大業,不朽之盛事。年壽有時霊,榮樂止乎其身。二者必至之
常期,未若文章之無窮。

魏・曹王・典論・論文(曰､中）

中：文章姪国之大止,不朽之盛事。

●糞土(ふんど)の鵜は栃(ぬ)るべからず

子曰,朽木不可離也,糞可之摘不可相也。

論語・公冶長(日､中）

中：朽木糞土。朽木唯離。糞土之塙不可棺。
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●兵に常勢にようせい)無し

故兵無常勢,水無常形。能因敵愛化而取勝者,謂之静。

孫子・虚實(日中）

中：兵元常勢。

●兵は神速(しんそく)を貴(たっと)ぶ

嘉言曰,兵貴紳速。今千里襲人,輪重多,難以趣利,且彼聞之,必為備。

＝國志・魏志・郭嘉傳(日中）

中：兵貴神速。

●兵は拙速(せつそく)を尊ぶ

故兵聞拙速,未賭巧之久也。

孫子・作戦(日中）

中：兵同拙速。

●閉戸(へいこ)先生

孫敬入學,閉戸艫,精力過人,太學謂曰閉戸先生。

楚國先賢傳(日中）

中：岡戸先生。（指不預外事,刻苦摸苓的人。）

●捧水(へいすい)相達(あ)う

薄水相逢,壼是他郷之客。

唐・王勃・秋日登洪府滕王閣賤別序(日中）

中：薄水相逢。

●楠(ほ)を吐(は)〈

－沐三捉髪,－飯三吐哺･

史記・魯周公世家(日中）

中：吐哺握没。

●暴(ぼう)を以て暴に易(か)う

武王已平殿胤,天下宗周,而伯夷､叔齊恥之,義不食周粟,隠於首陽山,采薇
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而食之。及餓且死,作歌,其誹曰,登彼西山号,采其薇実。以暴易暴号,不

知其非臭。

史記・伯夷列傳(曰､中）

中：以暴易暴。

●鞄魚(ほうきEよ)の露(いちぐら)腱(なまぐさき)を知らず

「鞄魚の蝉に入るが如し｣に同じ

●鞄魚(ほうぎよ)の蜂(いちぐら)に入(い)るが如し

與不善人届,如入鮪之騨；久而不聞其臭,亦與之化臭。

孔子家語・六本(日中）

輿君子源,麸乎如入蘭益之室,久而不聞,則與之化美。輿小人瀞,貸乎如入

鮠魚之次,久而不聞,則與之化美。

大戴禮記・普子疾病(中）

中：鉋亘之騨。鉋色之次。

●忘形(ぼうけい)の交ぱじ)わり

孟郊者,字東野。湖州武康人,少隠嵩山,性介,少譜合,愈一見,為忘形交．

新唐書・孟郊傳旧､中）

中：忘形交。（指相処不拘形迩的知心朋友。）

●亡国(ぼうこぐ)の音(おん）

桑間濃上之音,亡國之音也。其放散,其民流,証上行私,而不可止也。

禮記・樂記(日中）

中：亡国之音。

●茅茨(ぼうし)蕊(き)らず釆橡(さいてん)削らず

堯之王天下也,茅茨不蒻,采橡不断。

韓非子’五霊（曰，中）

中：茅茨不璃,采橡不斬。（渭崇尚倹朴,不事修飾。）

●亡羊(ぼうよう)の嘆(たん）
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楊子之鄭人亡羊,既率其黛,又請楊子之竪追之。楊子曰,嬉,亡一羊,何追

者悪。鄭人曰,多岐路。既反,問,獲羊乎。曰,亡之美。曰,異亡之。曰,岐

路之中又有岐焉,吾不知所之,所以反也。＜略＞心都子曰,大道以多岐亡

羊,學者以多方喪生。

列子・説符(曰､中）

中：多岐亡羊。

●北門(ほくもん)の嘆

北門,刺仕不得志也。

詩經・邨風・北門(日､中）

李弘度常歎不被遇,殿揚州知其家貧,問,君能屈志百里不。李答曰,北門之

歎,久已上間,窮猿奔林,豈暇樫木乎。遂授剣縣。

世説新語・言語(曰､中）

中：北、之収。（噸士之不遇。）

●戈(ほこ)を倒(まざしま)にす

岡有敵子我師,前徒倒戈,攻干後以北,血流漂杵。

尚書・武成(日中）

中：倒戈。

●反故(ほど)にする

鱗士年過八十,耳目猶聰明,手以反故抄駕,火下細書,復成二三千巻。

南齊書・高速傳・沈麟士(中）

中華書局編輯部校勘記：“今按近年敦握發現之北朝及唐代駕經,往往利用

蘆官文書及戸籍冊之反面以瞥佛經,即所謂`反故,也・，,(中）

中：（１）(無駄にする｡不用なものとして捨てるという意味から)作慶。

(2)(約束や決まりなどを取I)消した})､破ったりするという意味から)穀的。
注：上記のように、“反故”の本来の意i床は古い紙の裏面を使って書くことです。

●星を戴(いただ)〈

或時輿舟人漁子方潭井釣,偲仰極樂,戴星而歸。

唐・王績・答潟子華虎士書(中）
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對淋欲作連夜雨,念汝還須戴星起。

蘇軸・將至笛先寄遅適遠三猶子詩(中）

中：披星戴月。戴月披星。

●輔車(ほしや)相依(あいよ)ろ

諺所謂輔車相依,唇亡歯寒者,其虞號之謂也。

左傳・僖公五年(日中）

中：層茜相依。補牢相依。

●膳(ほぞ)を固める

剣閣錐瞭,葱之者瞬,非所以深根固箒也。

晉・左思・魏都賦曰､中）

有國之母,可以長久,是謂深根抵,長生久覗之道。

老子(中）

中：（固くし､を定める｡覚悟を決めるという意味から)下決心。倣好思想准留。
注：中国語の“深根固帯”は根が深いという意味ですｃ

●膳(ほぞ)を嘘(か)む

亡都國者,必此人也。若不早圖,後君唾齊,其及圖之乎。圖之,此為時実。

左傳・莊公六年(日中）

中：嘩肪莫及。后悔。后悔莫及。

●蛍(ほたる)の光窓の雪

胤恭勤不倦,博學多通。家貧不常得油,夏月則練嚢盛數十螢火以照書,以

夜繼曰焉。

晉書・車胤傳(曰､中）

孫康家貧,常映雪調書。

初學記・巻二(曰､中）

中：萱富雪案。雪案萱宙。雪案萱灯。

●骨に微(てつ)する(＝微(とお)る）

悠揚噴鼻宿醍散,清蛸徹骨煩襟開。

唐・劉禺錫・西山蘭若試茶歌(中）
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中：ｲ1J骨。切骨。

●骨を刺す

布衣不換錦官抱,刺骨清寒氣自豪。

宋・戴復古・飲中詩(中）

中Ｉ刺骨。

●墓木(ぼぼ<)己(すで)に拱(きよう)す

爾何知。中壽,爾墓之木拱爾。

左傳・僖公三十二年(曰､中）

中：墓木已拱。

●法螺(ほら)を吹〈

今佛世尊欲説大法,雨大法雨,吹大法螺,撃大法鼓,演大法義。
法華經・序品(中）

吹法螺而朝玉帛,乘瑞泉而會人。

唐・張説・為留守作賀蛎山(中）

中：(1)(法螺貝を吹き鳴らすという意味から)吹法螺。

(2)(大げさなうそを言うという意味から)吹牛。吹牛皮。
注：中国語の“吹法螺”は（１）の意味しかなく、“吹大法螺,,、“吹螺”ともい
う。

●盆(ぼん)を翻(ひるがえ)す(＝傾ける）

白帝城中震出門,白帝城下雨翻盆。

杜甫・白帝詩(中）

前朝欲上已蝋展,黒雲白雨如傾盆。

蘇斌・介亭賤楊傑次公詩(中）

中：傾盆大雨。

●枚挙(まいきよ)に暹(いとま)がない

王事摩監,不邉散虚。

詩經・小雅・囚牡(中）

其間盗官責爵,汗辱宮間者多実,亦何可枚畢哉。

北史・恩幸傳序(中）
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凡絃文明事業,不暹枚畢。

梁敗超・喝蘇士傳・第四節(中）

中：不腔枚挙。
注：上記の例のように、中国語にも“不通枚挙,，という言い方があるが、“不駐枚

挙”の方が普通です。

●枕(まくら)を歌(そばだ)つ

遺愛寺鐘歌枕鑑,香轤峯雪撒簾看。

白居易・香艫峯下新卜山居詩（日）

中：（枕を一方に傾けて耳をすまして聞くという意味から)側耳個所。
注：“歌,’は元来“椅”と通用し、“歌枕”は“枕にもたれる',という意味です。

●枕(まくら)を高くする

無楚韓之患,貝１１大王高枕而臥,國必無憂美。

史記・張儀傳（日）

三窟已就,君姑高枕為樂臭。

戦國策・齊策四(中）

中：高枕元枕。

●麻姑はこ)を情(やと)うて痒(かゆ)きを掻(か)〈

杜詩韓集愁來調,似情臓姑懸虚掻。

天外鳳凰誰得髄,無人解合績弦膠。

杜牧・讃韓杜詩（日）

中：（思いのままに物事の行き届くことのたとえという意味から)万事尽如人意。

注：中国語は“麻姑掻背,,という熟語しかなく、麻姑の手は鳥の爪のように細長く、

背中のかゆい所を掻いてもらえるという意味で、比楡的な用法はない。

●末大(まつだい)必ず折る

若由是観之,則害於國,末大必折,尾大不棹,君所知也。

左傳・昭公＋一年(曰､中）

中：宋大必折。

●俎板(まないた)の鯉(こい)〔＝魚(うお)〕
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如今人方為刀俎,我為魚肉。何難為。

史記・項羽本記(中）

中：俎上肉。

●'111ｺ(まなじり)を決す(＝裂く）

噌遂入,披帷西向立,蹟目覗項王,頭髪上指,目lljt壷裂。
史記・項羽本記(中）

中：瞭眼。友指砒裂。横眉竪眼。

●学んで時にこれを習う亦(また)説(よろこ)ばしからずや

學而時習之,不亦説乎。

論語・學而(日中）

中：学而肘可之,不亦悦乎。

●豆(まめ)を煮るに箕(まめがら)をたく

煮豆燃豆箕,豆在釜中泣。

本是同根生,相煎何太急。

曹植・七歩詩(日中）

中：煮豆燃箕。

●眉(まゆ)に火がつく

僧問蒋山佛慧,如何是急切一句。慧曰,火嶢眉毛。

五燈會元・雲居舜輝師法嗣・蒋山法泉禅師(中）

元鮎初,温公入相,諸賢並進用,革新法之病民者,如救眉燃,青苗､助役其尤
也。

文献通考・市来二(中）

我如今不知便罷,即是天教我知了,正是度曰如年,燃眉之急。
水耕傳・第三五回(中）

中：燃眉之急。火焼眉毛。焦眉之急。

●満(まん)を持化)す

軍士吏被甲,鋭兵刃,穀弓弩,持滿。
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前漢書・周亜夫傳（日）

史記・絡侯周勃世家(中）

中：（１）(弓をいつぱいに引きしぼるという意味から)拉満弓弦。

(2)(十分に用意して機会を待つという意味から)作好准蚤,以待肘机。

持滿者與天,定傾者與人。

史記・越王勾践世家（日）

子路曰,敢問持滿有道乎。孔子曰,聰明聖知,守之以愚。功被天下,守之以

讓。勇力撫世,守之以'法。富於四海,守之以謙。此所謂描而損之之道也。

筍子・宥坐(中）

中：(3)(物事が絶頂に達し､その状態を保つという意味から)保持厩峰状志。
注：（３）の出典の“持満,’は創業を引き継ぎ、事業の基盤を固めるという意味で

す。

●満(まん)を引く

胡急撃矢下如雨,漢兵死者過半,漢矢且霊,廣乃今持滿母發。

（注獅古曰,注矢於弓弩,而張滿之,不發矢也。

前漢書・李廣傳（日）

中：（１）(弓を十分に引きしぼるという意味から)拉満弓弦。

設宴飲之會,及趙李諸侍中,皆引滿墾白,談笑大嘘。

前漢書・救傳上

中：(2)(杯に酒をなみなみとついで飲むという意味から)喝圏満杯的酒。

●身を殺して以(もつ)て仁(じん)を成す

子曰,志士仁人,無求生以害仁,有殺身以成仁。

論語・衛露公(日､中）

中１余身成仁。

●右に出る者がいない

賢趙臣田叔,孟寄等十人,召見與語,漢廷臣無能出其右者。

顔師古注：古者以右為尊,言材用無能過之者,故云不出其右也。

漢書・高帝記下(中）

中：元出其右。
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●水清ければ魚(うお)棲(す)まず

水至情即無魚,人至察則無徒。

孔子家語・入官(中）

中：水清元重。

●水の低きに就く如(ごと)し

誠如是也,民歸之,由水之就下,浦然誰能禦之。

孟子・梁惠干卜（日）

人性之善也,猶水之就下也。

孟子・告子上（日）

中：如水之下就。（瞼不可阻措的自然起勢。）

●水を得た魚(うお)のよう

如勝魚得水,景山興雲,或巻或寄,乍輕乍重。

李斯・用筆法(中）

孤之有孔明,猶魚之有水也。

三國志・蜀書・諸葛亮傳(中）

中：如亘得水。

●三度(みたび)諌(いざ)めて身(み)退(ひ)〈

為人臣之禮,不顯諌,三諌而不聡,則逃之。

禮記・曲禮下

中：三凍之又。

●三度(みたび)肘(ひじ)を折って良医となる

二子將伐公,齊高弧曰,三折肱知為良馨。

左傳・定公十三年(日､中）

中：久病成良医。三折肱力良医。

唯伐君為不可,民弗與也。

●道は近きにあり

道在邇而求諸遠,事在易而求諸難。

孟子・離婁上(日）
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中：（学問の道は自分の身に基づくものであるから､手近なところにあるとい意味か

ら)道在R２尺。

●満つればii汚(か)〈

語曰,日中則移,月滿則薦,物盛則衰,天地之常數也。

史記・察澤傳(日中）

中：月満則号。月盈則食。

●源(みなもと)清ければ流れ情し

官人守數,君子養原。源清則流清,源濁則流濁。

筍子・君道(曰､中）

中：源清流活

●耳(みみ)111頁(したが)う年(とし）

子曰,吾十有五而志干學,三＋而立,四十而不惑,五＋而知天命,六十而耳

順,七＋而從心所欲,不瞼矩。

論語・為政(曰､中）

中：耳順。耳111面之年。

●耳に逆らう

忠言逆耳而利於行,毒藥苦口利於病。

漢書・張良傳（日）

且忠言逆耳利於行,毒藥苦口利於病。

史記・留侯世家(中）

中：逆耳。刺耳。

●耳を掩(おお)いて鈴を盗む

苑氏之亡也,百姓有得鐘者,欲負而走。則鐘大不可負,以椎穀之,鐘'況然有

音。恐人聞之而奪己也,痩摸其耳。

呂氏春秋・自知(日､中）

中：掩耳盗衿
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●耳を信じて目を疑う

貴遠而賤近者,常人之用情也。信耳而疑目者,古今之所患也。

抱朴子・廣警（日）

中：情人之吉,疑己所視。

今回より日本の出典及び中区|の出典をそれぞれ挙げることにした｡日本の出典は

主に大辞林(三省堂､1988年初版)と[1本国語大辞典(小学館､1972年12月第

一版)から引用し､中国の出典は主に漢語大詞典(漢語大詞典出版社､1990年

12月第一版)と中華成語大辞典(吉林文史出版社､1986年12月第一版)から引

用した｡日本側の引用しかないものの多くは中国では熟語になっていない言い回

しです｡中国側の引用しかないものは､[1本人が中国の古典から借用したという意

識をあまり持っていなかったと解釈して良いのだろうか｡今後の研究課題にした

い。
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